
1 

 

2018年5月14日 

各位 

会社名  株式会社日清製粉グループ本社 

代表者名 取締役社長    見目 信樹 

（コード番号    2002 東証第１部） 

問合せ先 総務本部広報部長 町田 英樹 

（TEL 03-5282-6650） 

 

日清製粉グループ 長期ビジョン「NNI“Compass for the Future”」を策定 

 

日清製粉グループは、10 年後、20 年後の社会全体の構造変化を見据え、長期ビジョン 

「NNI “Compass for the Future” 新しいステージに向けて～総合力の発揮とモデルチェンジ」を策

定しました。これを未来へのコンパス（羅針盤）として、ニュー・ニッシン・イノベーション（ＮＮＩ）

活動を推進し、企業価値の極大化に努めてまいります。 

 

■現状レビュー 

当社グループは、創業120周年となる2020年度を最終年度とした経営計画「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」

を2015年度にスタートしました。「コア事業の収益基盤の再構築」、「自立成長と新規投資による着実

な成長」を掲げ、国内・海外においてスピード感を持って成長戦略を実行し着実に成果を上げるとと

もに、連続増配や機動的な自己株式取得を通じて「株主還元の強化」にも積極的に取り組み資本効率

の向上に努めました。 

 

■未来に向けた事業環境認識 

当社グループを取り巻く環境は、人口動態、環境や食資源の問題、健康、食の多様化と安全性に対

する意識の高まり、更なるグローバル化や技術革新等、機会と脅威の何れにもなり得る大きな変革期

を迎えつつあります。これらの変化を踏まえ、当社グループは強みを最大限に活かしリスクを克服し

事業機会に変えていくことを念頭に置き、「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」を通過点として、長期ビジョン 

「NNI “Compass for the Future”」の実現に向けた新たな取組みをスタートします。 

 

１．当社グループの長期ビジョン            

 

（１）創業以来の価値観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『信を万事の本と為す』と『時代への適合』は、当社

グループが守るべき２つの社是。この下に事業を展開

する夫々の国・地域で『健康で豊かな生活づくりに  

貢献する』ことを企業理念に掲げ、当社グループの  

ＤＮＡとも言える『信』、『変革と実行』の精神を以っ

て成長戦略を推進し、『長期的な企業価値の極大化』に

努めている。これは過去 100 年以上に亘り、事業を通

じた社会への貢献を基本思想として守り抜いてきた、

当社グループ固有の不変の価値観であり、これを再認

識したうえで、「目指す姿」の実現に向けて取り組んで

行く。 
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（２）未来に向けて目指す姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．１０年後、２０年後を見据えた当社グループのグランド・デザイン             

 

NNI “Compass for the Future” グランド・デザイン概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）業界ポジション 

    グループ総合力に基づく成長戦略を推進し企業価値の向上を図り、「国内食品業界における確固

たる地位」を揺るぎないものとしていく。 

 

（２）成長の鍵となるグループ総合力 

「グループ総合力」は、小麦の製粉から始まった当社グループが保有する様々な経営資源の結

集であり、各事業が「顧客志向を徹底」し、グループの「事業内」「事業間」、及び「外部」の

チカラを利用する「３つの連携」を推進することで総合力の最大化を図る。 

①「安全・安心」を最優先に、多様な製品やサービスをお客様・消費者の皆様に安定的に    

お届けする。 

②「グループ総合力」を結集したイノベーションを通じ社会に新たな価値を提供し続ける。 

③自由な発想とボーダレスな思考に溢れた活気ある企業グループとして、新たなことに挑戦 

する風土を改めて醸成し、高い収益性と着実な成長性を生み出す原動力としていく。 

 

“未来に向かって、「健康」を支え「食のインフラ」を担うグローバル展開企業”           

として、更なる発展を目指す。 
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（３）事業競争力の強化 ～ ビジネスモデル／事業ポートフォリオ 

①既存事業モデルチェンジ（※） 

当社グループは、国内の人口減少や高齢化、国際貿易交渉の進展等の喫緊の経営課題を踏まえ

た既存事業の再構築や、健康・簡便等の多様なニーズや新技術によるイノベーション等、将来

の環境変化を見据えた事業戦略の推進を軸に「強靭な収益基盤を確立する既存事業のモデルチ

ェンジ」を実行する。（※会社の構造や事業領域の軸足を大きく変えるような変革を指す。） 

②事業ポートフォリオ強化 

収益基盤であり続けるコア事業の強化、成長分野への重点的な資源投入、更なるグループシナ

ジーの創出、収益性・成長性の観点からのグループ再編を柱として「企業価値の極大化に繋が

る事業ポートフォリオの強化」にスピード感を持って取り組む。 

 

 （４）資本政策 ～ 企業価値の極大化を長期的に支える資本政策の推進 

①財務戦略とバランスシートの考え方 

持続的成長に向けて、設備投資、Ｍ＆Ａ、人材育成、技術開発等の戦略的投資を今後さらに  

積極的に加速させると同時に、主要食糧の安定供給という社会的責任を十分に勘案し、資本効

率の向上と財務の安定性のバランスを取りながら資本構成を適切にコントロールしていく。 

また、事業競争力も勘案しながら政策保有株式の縮減を計画的に進める。 

   ②利益還元の考え方 

    「創業以来の価値観」を共有して下さる株主の皆様には、長期的スタンスで安定的に利益還元

を強化していく。連続増配を継続し中長期的な配当性向は４０％以上を基準とし、自己株式 

取得は戦略的な投資資金需要等を勘案したうえで、機動的に実施していきたいと考えている。 

   ③資本効率の考え方 

    利益成長と資本政策の両面から更なるＥＰＳ（１株当たり当期純利益）の成長を図るとともに、

「社会的使命」と「事業モデル」を勘案したあらゆるステークホルダーに向けた収益性指標と

して、資本コストを安定的に上回る自己資本利益率（ＲＯＥ）の確保・向上に努める。 

 

（５）成長戦略の実行力を高める組織体制の構築 ～ 組織・人材／企業風土 

①組織・人材の活性化 

働き方の改革、職場環境の充実等による組織・人材の活性化を労働生産性の向上（時間資源の

有効活用）に繋げ、組織が生み出す付加価値の増大を図る。 

②戦略実行に注力する企業風土の醸成 

 持株会社（日清製粉グループ本社）は各事業戦略・グループ横断テーマを実現していく施策を

確実に実行。各事業は新しい取組みに果敢に挑戦していく風土を改めて醸成し、競争優位を  

支える戦略実行力をレベルアップしていく。 

 

（６）持続的な「循環成長」の推進 ～ ＥＳＧ（Environment、Social、Governance） 

当社グループは、社会課題や技術革新がもたらす非連続な環境変化から、機会と脅威を的確に

捉え強みを生かしてリスクを克服し事業機会に変えていくことで、持続的な成長を実現していく。

その結果、自らが創出する付加価値を通じ社会に貢献して行く循環を作り上げる。 

企業価値を高める規律としてのガバナンス（Ｇ）を強化し、当社グループが構築していく新た

なバリューチェーンと、事業の持続可能性に関わる環境（Ｅ）・社会（Ｓ）への貢献を深く関連

させた経営を推進することで、「企業理念の実現」と「企業価値の極大化」をより強く結び付け、

各ステークホルダーから積極的に支持され続ける企業グループとして発展していく。 
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■日清製粉グループの「循環成長」イメージ 

企業理念に基づき、各事業が生み出す付加価値を通じ社会に貢献していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．各事業のグランド・デザイン                     

 

（１）製粉事業 

・生産体制の整備や新技術を活用したローコストオペレーションを推進しグローバル競争を勝ち抜

く生産コスト水準を確立。 

・顧客ニーズの変化に適合し国内では圧倒的なポジションを実現するとともに、創業以来培ってき

た技術を活かし海外事業拡大の一層の加速等、新たな事業展開を推進する。 

 

（２）食品事業 

・加工食品事業は、健康機能や簡便さ、美味しさの追求による高付加価値製品の充実、グローバル

な最適供給体制によるコスト競争力の強化等に取り組み、強い収益基盤を確立する。また、海外

市場における事業展開を加速し拡大を図る。 

・中食・惣菜事業は、美味しさの追求と高い生産効率を両立する高度に事業化されたビジネスモデ

ルへの転換を目指す。 

・酵母・バイオ事業は、国内・海外において、イーストを始めとした幅広い食品素材事業を拡大し

収益力を向上させるとともに、診断薬原料・培地・試薬・受託試験等の高付加価値バイオ事業を

拡大する。 

・健康食品・医薬品原薬事業は、既存事業に加え新分野に素材開発の範囲を広げ、未来への成長  

ドライバーに育てるとともにグループシナジーを生み出して行く。 

 

（３）その他事業 

・ペットフード事業は、療法食等の高付加価値ペットフードへ注力するとともに、ＥＣチャネル等

での事業拡大を推進する。 

・エンジニアリング事業は、自動化等の新技術も見据え食品工場建設等のプラントエンジニアリン

グを中核に展開するとともに、特徴ある粉体技術を活かしたオリジナル機器販売や粉体加工事業

の拡大を図る。 

・メッシュクロス事業は、高性能メッシュクロスにおける優位性を活かし、既存分野に加え、環境・

医療・健康等の新領域を事業の柱としていく。 

以 上 


